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9 月 定 例 会

議 案 審 議 の 結 果
提 出 議決日 件　　　　名

審
議
結
果

小
林
大
介

落
合
美
和

細
野
賢
一

笹
原
和
織

藤
田
義
友

城
所
英
樹

山
本
雅
彦

村長

9月18日

令和５年度清川村一般会計歳入歳出決算の認定について 認
定 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠

令和５年度清川村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認
定 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠

令和５年度清川村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

認
定 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠

令和５年度清川村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認
定 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠

令和５年度清川村介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

認
定 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠

令和５年度清川村後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

認
定 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠

9月11日 清川村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

９月５日から18日までの14日間を会期として開かれました。
９月定例会では、一般質問、令和５年度一般会計及び特別会計を決算を認定、条例改正及

び令和６年度補正予算を審議し可決しました。
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条
例
改
正

清
川
村
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
被
保
険
者
証

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
や
急
患

な
ど
の
被
保
険
者
に
係
る
一

部
負
担
金
及
び
保
険
料
の
徴

収
猶
予
に
つ
い
て
、
同
様
の

措
置
を
講
じ
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

（
議
員
提
出
議
案
）
清
川

村
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

清
川
村
議
会
会
議
規
則
第

13
条
第
１
項
の
議
案
の
提
出

に
つ
い
て
、
賛
成
者
人
数
の

規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
賛
成

者
数
を
2
人
以
上
と
規
定
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

令
和
６
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計

既
定
予
算
額
に
２
５
５
５

万
６
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
26
億
５
８
５
０
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
の
内
容
は
、
歳

出
で
は
、
人
事
異
動
な
ど
に

伴
う
人
件
費
、
茶
業
の
担
い

手
の
確
保
に
向
け
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
関
す

る
経
費
、
野
生
動
物
か
ら
の

農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
の

防
護
柵
な
ど
の
設
置
に
対
す

る
補
助
金
及
び
捕
獲
用
物
品

の
購
入
経
費
、
村
道
三
浦
線

の
拡
幅
改
良
工
事
に
係
る
建

物
な
ど
の
補
償
の
鑑
定
費
用
、

村
道
大
六
天
線
の
一
部
区
間

の
補
償
工
事
の
費
用
、
住
宅

取
得
奨
励
金
な
ど
、
各
事
務

事
業
の
執
行
に
伴
い
一
部
不

足
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
経
費

や
緊
急
を
要
す
る
経
費
、
自

然
災
害
な
ど
へ
の
対
応
を
見

据
え
た
予
備
費
の
補
正
を
す

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
歳
入
で
は
、
固
定

資
産
税
な
ど
の
村
税
の
増
額

に
加
え
、
地
方
交
付
税
の
普

通
交
付
税
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
費
の
創
設
な
ど
に
伴
う

増
額
や
、
特
別
交
付
税
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
経

費
の
増
額
、
前
年
度
の
繰
越

額
の
確
定
に
伴
う
繰
越
金
の

増
額
及
び
臨
時
財
政
対
策
債

の
借
入
限
度
額
の
決
定
に
伴

う
村
債
の
増
額
の
ほ
か
、
収

支
の
均
衡
を
図
る
た
め
基
金

か
ら
の
繰
入
金
の
減
額
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

提 出 議決日 件　　　　名
審
議
結
果

小
林
大
介

落
合
美
和

細
野
賢
一

笹
原
和
織

藤
田
義
友

城
所
英
樹

山
本
雅
彦

村長

9月11日

令和６年度清川村一般会計補正予算（第２号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

令和６年度清川村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

令和６年度清川村介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

令和６年度清川村簡易水道事業会計補正予算（第１号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

令和６年度清川村公共下水道事業会計補正予算（第１号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議員 清川村議会会議規則の一部を改正する規則について 可
決 ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠

※細野洋一議長は、採決に加わりません。　〇は賛成　●は反対、「欠」は欠席を表します。
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令
和
６
年
度
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総

額
か
ら
３
３
５
万
９
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総

額
を
３
億
７
０
９
８
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
歳

出
で
は
、
人
事
異
動
な
ど
に

伴
う
人
件
費
、
被
保
険
者
へ

の
加
入
情
報
通
知
に
係
る
事

務
費
、
出
産
・
育
児
一
時
金

の
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
歳
入
で
は
、
県
支

出
金
、
特
別
調
整
交
付
金
、

出
産
・
育
児
一
時
金
繰
入
金
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
及
び

社
会
保
障
税
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
整
備
費
補
助
金
の
増
額
、

職
員
給
与
費
等
繰
入
金
及
び

繰
越
金
の
補
正
を
す
る
も
の

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

介
護
保
険
事
業

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総

額
に
３
４
８
万
６
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
３
億
５
４
４
１
万
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
歳

出
で
は
、
人
事
異
動
な
ど
に

伴
う
人
件
費
、
高
額
医
療
合

算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

費
の
増
額
及
び
前
年
度
介
護

給
付
費
国
庫
負
担
金
な
ど
の

確
定
に
伴
う
返
納
金
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
歳
入
で
は
、
高
額

医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

及
び
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

推
進
事
業
費
の
増
額
に
伴
う

国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出
金

の
増
額
、
高
額
医
療
合
算
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
額
及
び

前
年
度
介
護
給
付
費
国
庫
負

担
金
な
ど
の
確
定
に
伴
う
支

払
基
金
交
付
金
の
増
額
補
正

と
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
、
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
費
の
増
額
に

伴
う
基
金
繰
入
金
の
増
額
補

正
並
び
に
国
庫
等
返
納
金
に

か
か
る
財
源
と
し
て
、
基
金

繰
入
金
及
び
繰
越
金
を
充
当

す
る
た
め
の
増
額
補
正
を
す

る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

簡
易
水
道
事
業

収
入
は
既
決
予
定
額
に

17
万
４
千
円
を
増
額
し
、
補

正
後
額
を
２
億
２
４
６
万

１
千
円
に
、
支
出
は
既
決
予

定
額
に
17
万
４
千
円
を
増
額

し
、
補
正
後
額
を
１
億
９

７
２
７
万
４
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
人

件
費
の
補
正
で
収
益
的
収
入

及
び
支
出
の
増
額
補
正
、
議

会
の
議
決
が
必
要
な
流
用
経

費
の
増
額
補
正
及
び
他
会
計

か
ら
の
補
助
金
の
増
額
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
特
例
的
収
入
及
び

支
出
の
補
正
は
、
当
初
予
算

編
成
時
に
見
込
ん
だ
未
収
金
、

未
払
金
が
確
定
し
た
こ
と
に

伴
い
、
補
正
を
す
る
も
の
で

す
。

全
員
賛
成
で
可
決

公
共
下
水
道
事
業

収
入
は
既
決
予
定
額
に

71
万
１
千
円
を
減
額
し
、
補

正
後
額
を
３
億
７
７
２
９

万
３
千
円
に
、
支
出
は
既
決

予
定
額
に
71
万
１
千
円
を
減

額
し
、
補
正
後
額
を
３
億
７

０
８
０
万
６
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
人

件
費
の
補
正
で
収
益
的
収
入

及
び
支
出
の
減
額
補
正
、
議

会
の
議
決
が
必
要
な
流
用
経

費
の
減
額
補
正
及
び
他
会
計

か
ら
の
補
助
金
の
減
額
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
特
例
的
収
入
及
び

支
出
の
補
正
は
、
当
該
予
算

編
成
時
に
見
込
ん
だ
未
収
金
、

未
払
金
が
確
定
し
た
こ
と
に

伴
い
、
補
正
を
す
る
も
の
で

す
。

全
員
賛
成
で
可
決
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令
和
５
年
度
決
算

令
和
５
年
度
一
般
会
計
及

び
５
事
業
特
別
会
計
決
算
の

認
定
は
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
監
査
委
員
の
意
見

が
付
さ
れ
、
審
議
す
る
も
の

で
す
。

議
会
で
は
当
該
年
度
の
決

算
審
議
に
当
た
り
、「
第
３

次
清
川
村
総
合
計
画
」
に
基

づ
く
事
業
な
ど
が
適
正
に
執

行
さ
れ
て
い
る
か
を
審
議
し
、

各
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま

し
た
（
決
算
の
主
な
質
疑
は

７
〜
９
ペ
ー
ジ
参
照
）。

全
員
賛
成
で
認
定

会計別決算額の状況
（単位：円・％）

会　計　区　分 歳入決算額 対前年度
増減率 歳出決算額 対前年度

増減率 歳入歳出差引額

一　般　会　計 2,577,989,414 △4.7 2,447,034,255 △5.0 130,955,159

特　別　会　計 1,400,625,349 5.9 1,269,423,566 4.4 131,201,783

国 民 健 康 保 険 事 業 364,863,125 △6.8 357,979,447 △4.6 6,883,678

簡 易 水 道 事 業 188,302,282 38.4 92,891,131 1.4 95,411,151

下 水 道 事 業 416,504,880 6.4 388,015,007 10.2 28,489,873

介 護 保 険 事 業 349,325,419 6.6 348,909,212 8.3 416,207

後期高齢者医療事業 81,629,643 7.0 81,628,769 8.5 874

合　　　　　計 3,978,614,763 △1.2 3,716,457,821 △2.0 262,156,942

財政分析指数等年度別比較表
区　　分 ５年度 ４年度 ３年度 備　　　　考

財政力指数

単 年 度 0.729 0.755 0.806

１を超えるほど財政力が強いとされている。

３年平均 0.763 0.824 0.889

実 質 収 支 比 率 3.9％ 5.4％ 5.9％ 概ね３～５％程度が望ましいとされている。

経 常 一 般 財 源 比 率 99.0％ 101.3％ 89.9％ 100％を超えるほど歳入構造に弾力性がある。

経 常 収 支 比 率 82.4％ 77.5％ 75.2％ 80％未満が妥当とされている。
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一般会計決算の内訳

※ １　円グラフは「万円止め」としているため、5ページ「会計別決算額の状況」の表とは数値が異なる場合があります。
※ ２　歳入歳出の差引額は、主に「繰越金」となります。
※ ３　監査委員による決算審査の「令和５年度意見書」は、ホームページをご覧ください（「清川村　令和5年度意見書」で検索）。
	 https://www.town.kiyokawa.kanagawa.jp/material/files/group/2/R05kannsa.pdf

歳入総額

25億
7,798万円

歳出総額

24億
4,703万円

歳 入

歳 出

12億6,032万円

5億3,336万円

4億5,886万円

3億6,527万円
2億8,148万円

2億2,895万円

1億9,674万円

1億5,783万円

1億6,206万円

1億6,407万円

4,782万円
0円

1億4,371万円

6,765万円

1億2,917万円

2,494万円7,433万円

7,453万円

2,980万円
4,154万円5,714万円

7,731万円

4億4,801万円
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決
算
の
主
な
質
疑

 

問 	

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
に
つ
い
て
、
寄
附
金

及
び
経
費
、
村
民
が
本
制
度

を
利
用
し
村
外
に
納
め
た
寄

附
額
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

 

答 	

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
額
は
３
７
４
０
万
円
で
、

返
礼
品
の
手
数
料
な
ど
は

１
７
２
７
万
９
５
６
４
円
、

そ
の
差
引
額
は
、
２
０
１
２

万
４
３
６
円
で
し
た
。

一
方
、
村
外
に
寄
附
さ
れ

た
件
数
は
１
１
５
件
で
、
寄

附
に
よ
る
村
民
税
の
控
除
額

は
３
５
９
万
９
６
２
９
円
で

し
た
。
村
全
体
の
収
入
額
は
、

１
６
５
２
万
８
０
７
円
の
プ

ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

村
は
、
制
度
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
、
村
の
貴
重
な
財
源
と

な
る
こ
と
か
ら
、
一
層
充
実

で
き
る
よ
う
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

 

問 	

職
員
の
休
職
や
自
己

都
合
に
よ
る
退
職
者
な
ど
つ

い
て
、
そ
の
対
策
と
効
果
を

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
有
給
休

暇
の
取
得
率
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

 

答 	
精
神
的
な
不
調
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

感
染
症
を
理
由
と
し
た
病
気

休
暇
の
取
得
状
況
は
延
べ
29

件
で
、
前
年
度
が
延
べ
18
件

で
す
。

退
職
者
数
は
６
人
で
、
全

て
「
自
己
都
合
な
ど
に
よ
る

普
通
退
職
」
で
す
。

民
間
企
業
で
は
、
近
年
の

好
調
な
経
済
情
勢
な
ど
に
よ

り
、
若
年
層
の
転
職
に
対
す

る
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
傾
向
に

あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
村
で
も
、
職
員

と
し
て
働
く
魅
力
や
、
や
り

が
い
を
向
上
さ
せ
る
取
組
に

力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
数
に
つ
い
て

は
、
一
般
行
政
職
で
過
去
５

年
を
比
較
す
る
と
、
68
人
か

ら
71
人
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
退
職
者
は

一
定
数
い
る
た
め
、
職
員
採

用
な
ど
も
行
い
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
経
験
あ
る
職
員

が
退
職
し
新
職
員
の
採
用
に

な
り
ま
す
の
で
、
サ
ー
ビ
ス

水
準
を
維
持
し
て
い
く
上
で

は
、
新
規
採
用
職
員
の
早
期

育
成
の
た
め
の
研
修
に
も
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

年
次
休
暇
は
、
村
の
条
例

で
20
日
を
付
与
し
て
い
ま
す
。

平
均
取
得
日
数
実
績
は
１
年

で
９
．
４
日
、
前
年
は
７
．

９
日
で
、
若
干
伸
び
て
い
ま

す
。
他
に
も
夏
季
休
暇
と
し

て
、
５
日
の
特
別
休
暇
を
付

与
し
て
い
ま
す
。

職
員
が
休
暇
の
取
り
や
す

い
職
場
環
境
な
ど
を
整
え
、

休
暇
の
積
極
的
な
取
得
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

問 	

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

別
所
の
湯
の
収
支
額
及
び
施

設
運
営
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

 

答 	

歳
入
決
算
額
は
３

２
１
２
万
５
４
９
２
円
で
、

歳
出
額
は
７
６
０
８
万
１
４

４
０
円
、
財
源
不
足
額
は

４
３
９
５
万
５
９
４
８
円
と

な
り
、
一
般
財
源
か
ら
補
填

し
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

で
の
集
客
の
ほ
か
、
歳
出
を

抑
え
、
効
率
、
効
果
的
な
営

業
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
箇

所
も
多
く
、
大
規
模
な
空
調

機
改
修
工
事
も
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
収
支
赤
字
の
早
期

解
消
は
困
難
で
あ
る
こ
と
は

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
利
用
環

境
の
向
上
や
観
光
客
な
ど
来

場
者
数
の
増
加
を
目
指
し
、

健
全
化
に
向
け
た
工
夫
や
努

力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

 

問 	

令
和
５
年
度
は
、
第

３
次
清
川
村
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
し

た
。
期
間
中
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
社
会

経
済
の
混
迷
、
人
口
減
少
や

都
市
部
へ
の
一
極
集
中
な
ど

全
国
的
な
社
会
課
題
に
本
村

も
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
計
画
の

取
組
で
は
ど
の
よ
う
な
成
果

や
課
題
が
あ
っ
た
の
か
、
こ

れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

 

答 	

令
和
５
年
度
終
了
の

第
３
次
清
川
村
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
で
は
、
第
３
次

計
画
の
将
来
像
で
あ
っ
た

「
水
と
緑
の
心
の
源
流
郷
き

よ
か
わ
」
の
実
現
に
向
け
て

五
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
定
め
、
各
種
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
一
つ
目
が
特

色
あ
る
村
づ
く
り
と
村
の
魅

力
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二

つ
目
が
交
流
人
口
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
三
つ
目
が
居
住

環
境
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

四
つ
目
が
清
川
っ
子
を
育
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
五
つ
目
が

高
齢
者
の
活
力
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
こ
れ
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ

Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
、
計
画
を

進
行
管
理
し
ま
し
た
。

計
画
の
実
績
を
評
価
す
る

と
、
事
業
者
の
誘
導
と
雇
用

の
増
加
、
観
光
客
の
増
加
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、
保

育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
や
高
齢
者
向
け
の
福
祉
施

設
の
誘
致
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
第
４
次
総
合
計

画
の
将
来
目
標
人
口
の
達
成

に
向
け
た
施
策
を
検
討
し
、

「
水
と
緑
あ
ふ
れ
る
心
の
ふ

る
さ
と
」
の
実
現
に
向
け
た

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
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問 	

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
に
つ
い
て
、
３
７
４

０
万
円
の
受
け
入
れ
と
い
う

成
果
で
す
が
、
前
年
度
決
算

と
比
較
す
る
と
約
１
２
０
０

万
円
の
減
額
で
す
。
過
去
、

順
調
に
増
額
で
推
移
し
て
き

ま
し
た
が
、
減
額
は
ど
の
よ

う
な
要
因
に
よ
る
も
の
な
の

か
伺
い
ま
す
。

 

答 	

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
受
入
額
が
減
額
し
た
主

な
要
因
は
、
推
測
で
す
が
、

昨
年
10
月
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
地
場
産
品
基
準
と
経
費

率
算
定
基
準
が
厳
格
化
さ
れ
、

そ
の
基
準
適
用
前
の
９
月
末

ま
で
の
駆
け
込
み
需
要
が
か

な
り
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

特
に
株
式
会
社
銀
座
コ
ー

ジ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
の
出
荷
が
例
年
と

比
較
し
て
少
な
い
件
数
と

な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

問 	

「
道
の
駅
清
川
指
定

管
理
者
納
付
金
」
に
つ
い
て
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

１
２
９
万
８
４
９
１
円
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

要
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

答 	
「
道
の
駅
」
の
収
入

総
額
は
、
約
１
億
９
２
１
４

万
円
で
す
。
約
１
７
１
０
万

円
の
増
額
で
、
支
出
総
額
は

約
１
億
８
６
９
９
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
、
昨
年
５
月

の
販
売
手
数
料
の
改
定
で
、

村
内
出
荷
者
は
10
か
ら
13
％

に
、
村
外
者
な
ど
は
20
か
ら

22
％
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
利
益
と
し
て
前

年
度
比
約
４
３
４
％
の
増
加

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
要
因
で
は
、

店
内
の
再
整
備
や
外
部
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
、
メ
デ
ィ
ア
な

ど
の
情
報
発
信
が
来
客
者
数

の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

問 	

村
内
で
、
不
法
投
棄

と
思
わ
れ
る
家
電
製
品
や
産

業
廃
棄
物
な
ど
を
見
掛
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
不
法
投

棄
防
止
に
つ
い
て
、
そ
の
対

策
と
成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

 

答 	

対
策
と
し
て
は
、
集

積
所
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
や
暗

視
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
抑
止
効

果
を
高
め
、
投
棄
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
警
察
に
協
力
要

請
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
道
や
県
道
沿
い

へ
の
看
板
の
設
置
や
定
期
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
監
視
を
強

め
て
い
る
こ
と
を
意
識
さ
せ

て
注
意
喚
起
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
年
間
の
不
法
投
棄

の
件
数
で
は
、
令
和
４
年
度

は
20
件
、
令
和
５
年
度
は
16

件
、
令
和
６
年
度
は
現
時
点

で
は
５
件
と
微
減
傾
向
で
推

移
し
て
お
り
、
抑
止
効
果
が

出
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

問 	

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
全
国
的
に
外
出
自
粛
な

ど
の
感
染
防
止
拡
大
対
策
の

影
響
や
社
会
的
に
不
安
な
状

況
が
続
い
た
こ
と
で
、
精
神

障
が
い
者
が
増
加
し
て
い
る

と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、

村
で
は
急
激
な
精
神
障
が
い

者
の
増
加
や
、
障
が
い
が
悪

化
し
た
問
題
が
あ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

 

答 	

精
神
障
が
い
者
の
認

定
数
の
推
移
で
す
が
、
特
に

精
神
障
が
い
に
つ
い
て
は
社

会
的
要
因
が
影
響
し
て
発
症

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
っ
て
生
活
に
変
化
を

も
た
ら
し
た
令
和
２
年
度
以

降
の
障
が
い
者
の
推
移
、
特

に
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
村

内
で
の
取
得
者
数
に
つ
い
て

は
令
和
２
年
度
が
31
人
、
３

年
度
が
31
人
、
４
年
度
が
29

人
、
５
年
度
が
30
人
と
ほ
ぼ

横
ば
い
の
状
況
で
す
。

 

問 	

宮
ヶ
瀬
水
の
郷
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
が
運
営
し

て
い
る
３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に

対
し
て
、
１
６
８
５
万
円
の

交
付
金
を
支
出
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
前
年
度
と
比
較

し
て
来
場
者
数
や
新
た
に
取

り
組
ん
だ
内
容
な
ど
あ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

 

答 	

宮
ヶ
瀬
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、「
宮
ヶ

瀬
桜
ま
つ
り
」
は
、
４
月
１

日
か
ら
９
日
間
の
開
催
で
来

場
者
数
は
約
１
万
７
５
０
０

人
で
し
た
。
前
年
度
と
比
較

し
て
約
３
５
０
０
人
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は

取
組
で
き
な
か
っ
た
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
宮
ヶ
瀬
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
花
火
大
会
」
は
、
今
年
度

は
７
日
間
に
開
催
日
を
分
散

し
て
約
３
万
人
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

「
宮
ヶ
瀬
ク
リ
ス
マ
ス
み

ん
な
の
つ
ど
い
」
は
、
11
月

25
日
か
ら
31
日
間
の
開
催
で
、

約
15
万
６
０
０
０
人
が
来
場

さ
れ
、
前
年
度
と
比
較
し
て

来
場
者
数
は
約
１
万
３
５
０

０
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

開
催
に
戻
す
こ
と
を
実
行
委

員
会
で
目
標
と
し
、
開
催
期

間
も
通
常
の
１
カ
月
に
し
た

こ
と
や
電
飾
の
点
灯
時
間
も

以
前
の
午
後
10
時
30
分
ま
で

に
戻
し
、
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
も
多
数
開
催
し
ま

し
た
。

連
日
の
よ
う
に
に
ぎ
わ
い

が
創
出
さ
れ
、
以
前
の
開
催

と
の
違
い
で
は
、
平
日
の
点

灯
時
間
を
延
長
し
た
こ
と
か

ら
来
場
者
が
週
末
だ
け
に
か

た
よ
る
こ
と
が
な
く
、
平
均

し
て
来
場
者
が
訪
れ
た
こ
と

か
ら
、
大
き
な
渋
滞
も
な
く
、

円
滑
な
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

決
算
の
主
な
質
疑
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問 	

「
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
別
所
の
湯
」
の
収
支
状

況
に
つ
い
て
、
赤
字
の
報
告

が
あ
っ
た
が
村
に
対
し
て
上

下
水
道
料
金
の
支
払
い
が
あ

る
こ
と
か
ら
赤
字
額
は
報
告

額
よ
り
も
減
る
の
で
は
な
い

か
伺
い
ま
す
。

 

答 	

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

別
所
の
湯
に
掛
か
る
上
下
水

道
使
用
料
は
特
別
会
計
に
収

入
す
る
た
め
、
報
告
額
の
と

お
り
赤
字
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
赤
字
の
主
な
要
因

は
、
大
規
模
な
空
調
機
改
修

工
事
な
ど
と
な
り
ま
す
。

 

問 	

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
に
つ
い
て
、
各
年
で

納
税
額
に
増
減
が
あ
る
こ
と

は
理
解
で
き
る
が
、
状
況
は

い
か
が
か
伺
い
ま
す
。

 
答 	
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
額
は
３
７
４
０
万
円
で
、

返
礼
品
の
手
数
料
な
ど
は

１
７
２
７
万
９
５
６
４
円
、

そ
の
差
引
額
は
、
２
０
１
２

万
４
３
６
円
で
し
た
。

 

問 	

不
用
額
や
基
金
に
つ

い
て
、
村
も
補
正
予
算
を
組

み
不
用
額
を
抑
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
状
況
は
理
解

し
て
い
る
が
、
物
価
高
騰
で

生
活
用
品
な
ど
が
値
上
げ
し

続
け
て
い
る
現
状
、
以
前
に

実
施
し
た
商
品
券
な
ど
の
よ

う
に
も
っ
と
村
民
に
還
元
さ

れ
る
よ
う
な
施
策
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が

か
伺
い
ま
す
。

 

答 	

村
と
し
て
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
、
こ
れ
を
い
か

に
有
効
に
使
っ
て
い
く
の
か
、

効
果
を
上
げ
て
い
く
の
か
、

職
員
は
常
に
知
恵
を
し
ぼ
っ

て
各
種
の
事
務
事
業
に
対
す

る
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
努
力
の
結
果
、

入
札
な
ど
で
生
ま
れ
た
不
用

額
も
あ
り
ま
す
が
、
工
夫
し

て
予
算
の
節
減
に
努
め
た
事

業
事
務
の
執
行
の
中
で
、
そ

の
結
果
が
不
用
額
と
し
て
出

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
不
用
額
が
出
た
か

ら
す
べ
て
を
貯
め
る
の
で
は

な
く
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
基
金
が
あ
り
ま

す
。最

小
の
予
算
で
最
大
の
効

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
事
務

事
業
の
執
行
は
引
き
続
き
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
職
員
と

も
力
を
合
わ
せ
て
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

傍聴に
おいでよ！

決
算
の
主
な
質
疑

ふれあいセンター別所の湯

　どなたでも本会議を傍聴することが
できます。
　また、議会全員協議会などの会議も
傍聴できるようになりました。皆さん
の生活に寄与される政策は、議会など
で諮られています。
　傍聴するための予約は必要なく、当
日に「氏名」や「住所」などを受付で書
くだけの簡単な手続きだけです。さぁ、
傍聴に行きましょう！
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９月定例会では３人の議員が６項目の一般質問を行いました。
ページ 質問者 質問事項

11 藤 田 義 友 ①冷房機購入に係る助成制度の創設について
②村道の供用開始について

12 笹 原 和 織 ①企業との協働による村の振興策について
②生活用水の安全性について

13 小 林 大 介 ①学校施設の跡地利用について
②粗大ごみ回収の有料化について

※一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、村長をはじめとする執行機関に対して質問することです。
　ここでは、質問者がまとめた原稿をもとに、その内容を掲載しています。

議員が議員が

村政を問う村政を問う

一 質般 問

議員や市町村長は、公職選挙法により選挙区内で 
次の行為は厳禁です！

● 地域の運動会やスポーツ大会への飲食物の差入れ
● お祭りへの寄付や差入れ
● お見舞い、お中元、お歳暮、お年賀
● 年賀状など時候のあいさつ状（自筆の答礼を除く）
● 本人出席以外の香典、結婚祝い　など

また、住民の皆さまが議員に寄付を求めることも禁止ですので、
趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。
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藤　

田　

近
年
の
異
常
気
象

に
よ
り
、
夏
季
は
非
常
に
暑

い
年
が
続
い
て
い
ま
す
。
本

村
で
も
、
７
月
及
び
８
月
の

平
均
気
温
は
令
和
元
年
度
で

は
25
度
で
し
た
が
、
令
和
５

年
度
で
は
27
．
１
度
で
、
２
．

１
度
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
高
気
温
で
も
令
和
５

年
７
月
に
は
38
．
５
度
を
記

録
す
る
な
ど
、
今
後
も
気
温

の
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

熱
中
症
対
策
と
し
て
も
自
宅

へ
の
冷
房
機
の
設
置
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
民
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
冷

房
機
の
購
入
や
買
い
換
え
に

係
る
助
成
制
度
の
創
設
が
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

村

長

す
で
に
県
内
で
も

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
脱

炭
素
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の

行
動
変
容
に
つ
な
げ
て
い
く

と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
環
境

対
策
や
価
格
高
騰
対
策
に
重

き
を
置
き
、
省
エ
ネ
の
一
定

基
準
を
満
た
す
エ
ア
コ
ン
や

冷
蔵
庫
の
購
入
及
び
設
置
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る

自
治
体
や
、
自
宅
に
エ
ア
コ

ン
が
な
い
、
故
障
な
ど
に
よ

り
使
用
可
能
な
エ
ア
コ
ン
が

な
い
高
齢
者
や
障
が
い
者
世

帯
な
ど
に
熱
中
症
発
症
を
予

防
す
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン
の

購
入
及
び
設
置
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
り
ま
す
が
、
環
境
施
策
や

電
気
料
な
ど
の
価
格
高
騰
対

策
に
よ
り
、
実
施
自
治
体
で

は
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し

時
限
を
定
め
、
す
で
に
終
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
県
内
の
先

例
自
治
体
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
取
り
組
み
、
村
民
を

熱
中
症
か
ら
守
り
、
安
全
・

安
心
な
生
活
環
境
を
確
保
す

る
上
で
、
エ
ア
コ
ン
の
必
要

性
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
現
時
点
で
は
、

村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
エ
ア
コ

ン
の
購
入
費
な
ど
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
や
要
請
と

い
っ
た
声
は
届
い
て
い
ま
せ

ん
が
今
後
、
住
民
懇
談
会
な

ど
で
村
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を

確
認
し
な
が
ら
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤　

田　

道
の
駅
第
１
駐
車

場
の
小
鮎
川
沿
い
に
あ
る
村

道
に
つ
い
て
一
部
供
用
開
始

さ
れ
て
い
な
い
道
路
が
あ
り
、

現
在
、
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
道
路
沿
い
で

は
、
春
に
な
る
と
多
く
の
桜

が
咲
く
場
所
で
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
村
道

の
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
を
呼
び
込
め
る
と
考

え
ま
す
が
、
供
用
を
開
始
す
る

考
え
が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

村

長

原
下
地
区
は
、
平

成
元
年
４
月
か
ら
平
成
８
年

３
月
ま
で
県
に
よ
る
公
共
残

土
処
分
場
と
し
て
埋
め
立
て

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
平
成

11
年
３
月
に
原
下
土
地
改
良

区
が
設
立
さ
れ
、
土
地
改
良

事
業
と
し
て
県
知
事
の
認
可

を
受
け
区
画
整
理
し
、
そ
の

事
業
で
道
路
が
整
備
さ
れ
、

管
理
は
土
地
改
良
区
が
行
っ

て
い
ま
す
。

平
成
14
年
９
月
に
は
、
原

下
土
地
改
良
区
が
解
散
し
、

土
地
改
良
区
内
の
道
路
が
村

に
寄
付
さ
れ
、
村
で
は
管
理

の
た
め
こ
の
路
線
を
三
つ
に

分
け
、
路
線
名
を
そ
れ
ぞ
れ

村
道
原
下
線
、
村
道
原
下
外

周
線
、
村
道
原
下
片
原
中
央

線
と
し
、
平
成
14
年
12
月
の

議
会
定
例
会
で
、
村
道
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
片
原
地
区
に

つ
な
が
る
原
下
片
原
中
央
線

は
、
地
域
を
結
ぶ
生
活
道
路

と
し
て
、
新
片
原
橋
の
完
成

に
合
わ
せ
て
平
成
18
年
７
月

29
日
に
供
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
が
、
残
り
２
路
線
の
村

道
原
下
線
、
村
道
原
下
外
周

線
は
、
当
時
の
土
地
改
良
区

と
の
協
議
に
よ
り
、
不
法
投

棄
や
防
犯
上
の
観
点
か
ら
当

面
の
間
は
未
供
用
と
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
後
、

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
が
建
設
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成

23
年
３
月
22
日
に
原
下
外
周

線
の
一
部
を
供
用
開
始
し
、

村
道
原
下
線
の
全
線
と
村
道

原
下
外
周
線
の
一
部
が
現
在
、

未
供
用
路
線
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

部
供
用
開
始
さ
れ
て
い

な
い
村
道
を
供
用
開
始
す
る

考
え
が
な
い
か
と
の
こ
と
で

す
が
、
村
へ
の
移
管
当
初
か

ら
土
地
改
良
区
と
の
協
議
の

も
と
、
不
法
投
棄
や
防
犯
上

の
観
点
か
ら
未
供
用
と
し
て

き
た
箇
所
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
の
道
路
沿
い
の
土
地
は
現

在
も
農
地
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
道
路
照
明
灯
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
防
犯
灯
な

ど
の
安
全
施
設
な
ど
が
未
設

置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
周
辺
に
は
道
の
駅
や

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
施
設
も

あ
り
ま
す
の
で
今
後
、
関
係

地
権
者
な
ど
と
も
協
議
し
、

供
用
に
向
け
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

冷房機購入に係る助成制度の
創設について

～ 村民の住みよい環境づくりを進めるために ～
藤田義友 議員

村道の供用開始について
～ 観光客を呼び込む策として ～
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笹　

原　

昨
年
３
月
議
会
定

例
会
で
「
地
域
活
性
化
起
業

人
制
度
」の
活
用
予
定
と「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

の
導
入
開
始
な
ど
の
合
意
を

得
て
い
ま
す
が
、
導
入
後
か

ら
半
年
が
経
と
う
と
す
る

「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
に

つ
い
て
、
導
入
後
の
成
果
と

今
後
の
活
用
方
針
を
伺
い
ま

す
。

村

長

本
村
で
は
、
こ
の

４
月
か
ら
株
式
会
社
Ａ
Ｂ
Ｃ

ク
ッ
キ
ン
グ
か
ら
栄
養
士
１

人
が
派
遣
さ
れ
、
村
民
の
健

康
増
進
と
食
育
の
推
進
を
目

的
と
し
て
活
動
を
始
め
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
、
そ
の
た
め
の

基
盤
作
り
と
位
置
付
け
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り

関
係
団
体
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
、
そ
の
活
動
を

深
め
る
と
同
時
に
、
現
在
策

定
中
の
「
健
康
増
進
計
画
・

食
育
推
進
計
画
」
に
も
、
そ

の
活
動
が
生
か
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
か
ら
は
エ
ス

テ
ィ
ー
フ
ァ
ー
マ
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
か
ら

１
人
が
派
遣
さ
れ
、
企
業
の

誘
致
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
導
入
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

笹　

原　

本
制
度
の
活
用
の

た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
企
業
か
ら
見
て
、「
投

資
に
見
合
う
魅
力
の
あ
る

村
」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
は
、「
企
業
派
遣
型
」
及

び
「
企
業
寄
付
金
型
」
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
村
と

し
て
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

村
づ
く
り
観
光
課
長　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
の
た
め
に
は
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」

及
び
「
地
域
再
生
計
画
」
の

策
定
が
前
提
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
地
域
活
性
化
起
業
人

制
度
を
活
用
し
て
、
魅
力
の

創
出
及
び
見
直
し
、
企
業

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
、
先
の
計
画
な
ど
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

笹　

原　

全
国
的
に
も
危
険

性
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
、
特

に
基
地
周
辺
で
の
危
険
性
が

危
惧
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
生
活
用
水
、

特
に
飲
用
水
の
安
全
性
に
関

し
、
本
村
で
の
安
全
確
認
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村

長

現
在
の
水
道
の
水

質
管
理
に
関
す
る
法
律
は

「
水
道
法
」
に
よ
っ
て
規
制

管
理
さ
れ
て
、
51
項
目
の
検

査
項
目
が
あ
り
ま
す
。
村
の

飲
用
水
は
、
ど
れ
も
基
準
値

を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
安

全
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
は
、
危
険
物
質
で
あ
る

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
総

称
し
た
も
の
で
、国
で
は
、そ

れ
ぞ
れ
平
成
22
年
、
令
和
３

年
に
第
１
種
特
定
化
学
物
質

と
し
て
製
造
及
び
輸
入
、
使

用
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
水
道
法
上
の
基
準

項
目
に
追
加
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
村
で
は
検
査
し
て
い

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
神
奈
川
県
が
令

和
６
年
に
実
施
し
た
主
な
水

源
地
へ
の
調
査
で
は
村
の
水

源
が
含
ま
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
検
出
下
限
値
を
下
回
り
、

安
全
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

笹　

原　

予
備
水
源
で
あ
る

辺
室
沢
水
源
の
安
全
性
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

環
境
上
下
水
道
課
長　
水
質

法
に
基
づ
く
水
質
検
査
項
目

は
51
項
目
で
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
現
在
の

と
こ
ろ
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
検
査
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
不
測
の
事
態
に

は
こ
の
水
源
を
利
用
す
る
た

め
、
法
令
改
正
な
ど
を
注
視

し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
た
措

置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

企業との協働による村の振興策について
～ 国の制度の活用を図り、将来へ繋げていく ～

生活用水の安全性について
～ 村の飲用水は安全 ～

村の飲用水の検査は基準値以下

水道水質基準検査を定期的に実施

笹原和織 議員

12

一
般
質
問



 

小　

林　

①
宮
ケ
瀬
小
学
校
を
休
校
か

ら
廃
校
へ
移
行
す
る
計
画
や

条
件
は
。

②
宮
ケ
瀬
中
学
校
の
生
徒
数

が
０
人
に
な
っ
た
場
合
の
扱

い
は
。

③
宮
ケ
瀬
小
・
中
学
校
の
跡

地
利
用
の
計
画
作
成
ま
た
は

検
討
開
始
の
条
件
は
。

教
育
長　

①
宮
ケ
瀬
小
学
校
を
廃
校
へ

移
行
す
る
計
画
や
条
件
な
ど

は
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
幼

小
中
一
貫
校
の
計
画
の
進
捗

状
況
な
ど
に
合
わ
せ
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

②
宮
ケ
瀬
中
学
校
の
新
入
生

や
在
校
生
が
０
人
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
休
校
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
宮
ケ
瀬
小
・
中
学
校
の
跡

地
利
用
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
意
見
や
、
児
童
や
生
徒
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち

に
十
分
に
配
慮
す
る
と
共
に
、

災
害
時
の
指
定
避
難
所
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
防
災
担
当
の
課
な
ど
と

共
に
協
議
し
、
役
場
全
体
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
現
在
、
地
域

の
意
見
を
伺
う
段
階
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

小　

林　

学
校
施
設
は
今
後

も
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
教
職
員

が
い
な
く
な
っ
た
後
の
施
設

の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
で
し
ょ
う
か
。
役
場

職
員
が
担
う
と
な
る
と
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
校
教
育
課
長　
休
校
の
場

合
は
、
教
育
委
員
会
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

小　

林　

現
在
、
学
校
教
育

課
が
一
貫
校
の
計
画
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
一
つ

で
も
か
な
り
大
き
な
負
担
が

掛
か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

跡
地
利
用
も
と
な
る
と
、
数

年
単
位
で
後
回
し
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
推

進
体
制
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

学
校
教
育
課
長　
跡
地
利
用

の
担
当
課
な
ど
は
、
現
時
点

で
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
。

小　

林　

現
在
、
村
が
検
討

し
て
い
る
粗
大
ご
み
回
収
の

有
料
化
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村

長

粗
大
ご
み
回
収
有

料
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

ご
み
抑
制
の
動
機
付
け
、
譲

渡
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

な
ど
の
活
用
促
進
、
物
を
大

切
に
す
る
意
識
の
醸
成
、
資

源
循
環
型
の
村
づ
く
り
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
寄
与
、
厚
木
市

及
び
愛
川
町
と
一
体
と
な
っ

た
減
量
化
並
び
に
資
源
化
に

着
手
で
き
る
こ
と
、
ご
み
量

割
合
で
決
定
さ
れ
る
厚
木
愛

甲
環
境
施
設
組
合
の
負
担
金

の
縮
小
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
ご

み
集
積
所
や
人
目
に
付
か
な

い
村
道
、
県
道
沿
い
な
ど
へ

の
不
法
投
棄
、
村
民
が
混
乱

す
る
こ
と
な
く
、
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
も
安
心
し

て
排
出
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

小　

林　

住
民
の
生
活
に
関

係
す
る
た
め
、
具
体
的
な
運

用
方
法
案
な
ど
し
っ
か
り
と

住
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
説

明
し
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

村
の
考
え
に
よ
る
と
期
限
が

差
し
迫
っ
て
い
ま
す
。

村

長

令
和
７
年
度
に
稼

働
さ
れ
る
新
ご
み
処
理
施
設

の
本
稼
働
頃
ま
で
に
は
有
料

化
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
さ

ん
に
も
し
っ
か
り
と
情
報
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

小　

林　

担
当
課
は
環
境
基

本
計
画
な
ど
大
き
な
仕
事
を

抱
え
な
が
ら
の
並
行
作
業
に

な
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
人

員
の
中
で
非
常
に
負
担
が
掛

か
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い

ま
す
。

環
境
上
下
水
道
課
長　
清
川

村
環
境
基
本
計
画
の
成
案
ま

で
に
は
、
粗
大
ご
み
の
有
料
化

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
重

な
っ
て
く
る
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
こ
は
効
率
的
に
両
立

で
き
る
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
む
と
共
に
、
環
境
上
下

水
道
課
の
職
員
を
中
心
に
全

庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学校施設の跡地利用について
～ 地域の意見を伺う段階には至っていない ～

粗大ごみ回収の有料化について
～ 村民の皆さんにもしっかりと

情報提供していく ～

小林大介 議員

粗大ごみ回収の有料化を検討
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次の定例会の予定日は　12月5日（予定）から
発行／清川村議会
編集／�広報広聴委員会�

委 員 長　小林大介�
副委員長　城所英樹�
委　　員　細野賢一�
委　　員　細野洋一�
委　　員　山本雅彦

〒243-0195　神奈川県愛甲郡
清川村煤ヶ谷2216番地
TEL .046（ 288 ）1576
FAX .046（ 288 ）1767
【E-mail】kiyokawagikai@
town.kiyokawa.kanagawa.jp

皆さんの傍聴をお待ちしています。

編
集
室
か
ら

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

副
議
長
等
の
当
選
及
び
常
任
委
員

の
所
属
変
更
の
決
定
に
つ
い
て

山
本
雅
彦
議
員
の
副
議
長
職

及
び
厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組
合

議
会
議
員
の
辞
職
に
伴
い
、
９

月
18
日
開
催
の
９
月
定
例
会
で

副
議
長
の
選
挙
が
執
り
行
わ
れ

藤
田
義
友
議
員
が
副
議
長
に
当

選
し
た
ほ
か
、
厚
木
愛
甲
環
境

施
設
組
合
議
会
議
員
に
細
野
賢

一
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
本
雅
彦
議
員
の
委

員
辞
任
に
伴
い
企
画
振
興
常
任

委
員
が
所
属
変
更
さ
れ
、
藤
田

義
友
議
員
に
委
員
が
決
定
し
ま

し
た
。

９
月
定
例
会
で
は
、
昨
年
度
の
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
。
一
般
会
計
は
約
25
億
円
、
上
下
水
道
や

介
護
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
も
合
わ
せ
た
総
予
算

は
約
40
億
円
で
し
た
。

村
が
出
し
て
い
る
財
政
計
画
を
基
に
清
川
村
の

財
政
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
10
年
で

村
税（
住
民
税
や
固
定
資
産
税
、
宮
ケ
瀬
ダ
ム
へ

の
交
付
金
な
ど
）の
収
入
は
年
間
で
約
15
億
円
か

ら
13
億
円
へ
と
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
年
間
約
０
．
５
億
円

だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
は
４
億
円
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
村
の
貯
金
と
言
え
る
基
金
の
残
高

は
合
計
で
約
30
億
円
あ
っ
た
も
の
が
、
く
ら
し
応

援
館
や
プ
レ
ミ
ー
ル
中
根
な
ど
の
建
設
で
一
時
的

に
減
少
し
、
現
在
は
や
や
増
え
て
約
27
．
５
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
財
政
も
年
々
変
化
し
て
お
り
、
限
ら
れ

た
財
源
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
は
重
要
な
テ
ー

マ
で
す
。
億
単
位
と
金
額
が
大
き
く
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
づ
ら
い
で
す
が
、
家
庭
や
勤
め
先
の
会
計
な

ど
と
置
き
換
え
な
が
ら
見
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。（
小
林
）

議会会議録がホームページからご覧になれます。
● 会議録検索システムでは、平成19年３月からの本会議の会議録が閲覧・検索できます。
● 本会議の日程や議案審議、一般質問の質疑応答などがご覧いただけます。

清川村HPアドレス https://www.town.kiyokawa.kanagawa.jp

からお入りください。清川村トップページ 清川村議会 会議録

または、清川村議会会議録検索システム

藤田義友 副議長細野賢一 議員

　議会では、開かれた議会づくりに取り組んでいます。また、議会だよりでは、より一層分か
りやすく親しみやすい紙面づくりを目指していきます。
　皆さまのご感想やご意見・ご要望など、お気軽にお寄せください。

【あて先】 �〒243-0195 
愛甲郡清川村煤ケ谷2216番地　清川村議会事務局

【ＦＡＸ 】 046-288-1767　

【メール】 kiyokawagikai@town.kiyokawa.kanagawa.jp

または、お近くの村議会議員までお願いします。

議会や議会だよりに対する皆さまの声をお聞かせください。

14
令和６年1 2 月１日きよかわ議会だより


